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連結注記表
（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
1. 連結の範囲に関する事項
連結子会社の数 ２社
連結子会社の名称 株式会社ホームデリカ

株式会社ジョイテック
2. 持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の決算日は連結決算日（２月28日）と同一であります。

4. 会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券
時価のあるもの…………………決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直

入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）
時価のないもの…………………移動平均法による原価法

②たな卸資産の評価基準及び評価方法
商品（グロサリー）………………売価還元原価法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
商品（生鮮・その他）……………最終仕入原価法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
原材料………………………………最終仕入原価法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
貯蔵品………………………………最終仕入原価法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
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（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産………………………
（リース資産を除く）

定額法

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 ８年～38年
機械装置及び運搬具 ４年～12年
工具、器具及び備品 ４年～10年
無形固定資産………………………
（リース資産を除く）

定額法
なお、自社利用ソフトウェアについては、社内における利用可能期間
（５年）に基づく定額法によっております。

リース資産…………………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっており
ます。
なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開
始日が平成21年２月28日以前のリース取引については、通常の賃貸
借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

長期前払費用………………………定額法
（3）重要な引当金の計上基準

貸倒引当金…………………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績
率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を
検討し、回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金…………………………従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当連結会
計年度の負担額を計上しております。

役員賞与引当金……………………役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当連結会計年度にお
ける支給見込額に基づき、当連結会計年度負担額を計上しております。

ポイント引当金……………………ポイントカード制度に基づき顧客に付与したポイントの使用に備える
ため、過去の使用実績率に基づき将来使用されると見込まれる金額を
計上しております。

役員退職慰労引当金………………役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく連結会計年度末
要支給額を計上しております。
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（4）退職給付に係る会計処理の方法
①退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい
ては、給付算定式基準によっております。
②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定
額法により費用処理しております。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとして
おります。

（5）その他連結計算書類の作成のための重要な事項
①消費税等の会計処理
税抜方式を採用しております。
②収益及び費用の計上基準
ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準
リース料受取時に営業収入と営業原価を計上する方法によっております。

　
（追加情報）
　 繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用
「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を
当連結会計年度から適用しております。

（連結貸借対照表に関する注記）
1. 担保に供している資産
建物 2,219百万円
土地 2,485百万円
計 4,704百万円
同上に対する債務の額
長期借入金 3,755百万円
１年内返済予定の長期借入金 184百万円
計 3,939百万円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 34,993百万円
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（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
1. 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計
年度期首 増加 減少 当連結会計

年度末
普通株式（株） 20,867,800 ― ― 20,867,800

　

2. 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計
年度期首 増加 減少 当連結会計

年度末
普通株式（株） 767 105 ― 872

　（変動事由の概要）
　 自己株式の増加105株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

3. 新株予約権等に関する事項
　 該当事項はありません。
　

4. 配当に関する事項
（1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

平成29年
５月26日
定時株主総会

普通株式 667 32.00 平成29年
２月28日

平成29年
５月29日

平成29年
10月５日
取締役会

普通株式 667 32.00 平成29年
８月31日

平成29年
11月２日

　

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の
総額（百万円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

平成30年
５月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 751 36.00 平成30年
２月28日

平成30年
５月28日
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（金融商品に関する注記）
1. 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については短期で安全性の高い預金等に限定しております。また、短期的な運
転資金は銀行借入により調達し、店舗等の設備投資に必要な資金は、銀行借入又はリース取引により調達
しております。

（2）金融商品の内容及びそのリスク
売掛金は、すべて短期の回収期日であり、顧客の信用リスクに晒されております。
投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、発行体の信用リスク及び市場価格の変動
リスクに晒されております。
差入保証金は、主に店舗不動産の賃借に伴い差し入れたものであり、差入先の信用リスクに晒されており
ます。
買掛金は、２ヶ月以内の支払期日であり、また、未払法人税等は、１年以内の支払期日であります。
借入金のうち、短期借入金は、短期的な運転資金の調達であり、また、長期借入金及びファイナンス・リ
ース取引に係るリース債務は、主に設備投資に係る資金調達でありますが、このうちの一部は変動金利の
借入金であり金利の変動リスクに晒されております。
預り保証金は、当社の店舗に入居するテナントから預け入れられたものであります。
これらの債務は、流動性リスクに晒されております。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
①信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
営業債権については、取引先ごとに期日及び残高を管理するとともに、取引先の状況を定期的にモニタ
リングし、財務状態の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
②市場リスク（金利等の変動リスク）の管理
投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、取引先企業と
の関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。
借入金に係る支払金利の変動リスクにつきましては、市場金利の動向を継続的に把握しその抑制に努め
ており、必要に応じて固定金利の長期借入金を調達することにより対応することとしております。

③資金調達に係る流動リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
各部署からの報告に基づき、財務部門が適時に資金計画を作成・更新することなどにより十分な手元流
動性を確保しております。 連結子会社においても、同様の管理を行っております。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が
含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件を採用す
ることにより、当該価額が変動することがあります。
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2. 金融商品の時価等に関する事項
平成30年２月28日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について
は、次のとおりであります。
なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表に含まれておりません。

連結貸借対照表
計上額
（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

（1）現金及び預金 3,891 3,891 ―
（2）売掛金 791 791 ―

（3）投資有価証券
　その他有価証券 128 128 ―

（4）差入保証金 7,046 6,791 △254
資産計 11,857 11,603 △254

（1）買掛金 11,974 11,974 ―
（2）短期借入金 800 800 ―
（3）未払法人税等 1,796 1,796 ―
（4）長期借入金 16,826 16,884 57
（5）リース債務 4,046 4,058 12
（6）預り保証金 3,558 3,670 111

負債計 39,002 39,184 181
　

（注1）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
　資産
（1）現金及び預金、並びに（2）売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま
す。

（3）投資有価証券
株式は取引所の価格によっております。

（4）差入保証金
償還金の合計額を残存期間に対応する国債の利回り等で割り引いた現在価値により算定しております。

　負債
（1）買掛金、（2）短期借入金及び（3）未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま
す。
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（4）長期借入金及び （5） リース債務
元利金の合計額を、新規に同様の借入、または、リース取引を行った場合に想定される利率で割り引いた
現在価値により算定しております。なお、長期借入金には１年内返済予定の長期借入金を含めており、リ
ース債務は流動負債と固定負債のリース債務を合算して表示しております。

（6）預り保証金
償還金の合計額を残存期間に対応する国債の利回り等で割り引いた現在価値により算定しております。

　

（注2）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
（単位：百万円）

区分 連結貸借対照表計上額
非上場株式 0
差入保証金 232
預り保証金 229
非上場株式については市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「（3）投資有
価証券 その他有価証券」には含めておりません。また、差入保証金及び預り保証金のうち、償還期日が確定
していないものについては、時価を把握することが極めて困難と認められるため「（4）差入保証金」及び
「（6）預り保証金」に含めておりません。

　

（注3）金銭債権の連結決算日後の償還予定額

１年以内
（百万円）

１年超
５年以内
（百万円）

５年超
10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

現金及び預金 3,891 ― ― ―
売掛金 791 ― ― ―
差入保証金 310 1,211 2,127 3,716

合計 4,994 1,211 2,127 3,716
　

（注4）長期借入金、リース債務及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額

１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 800 ― ― ― ― ―
長期借入金 4,696 3,931 3,183 2,505 1,416 1,093
リース債務 1,237 1,009 772 521 193 312

合計 6,733 4,941 3,955 3,026 1,609 1,405
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（賃貸等不動産に関する注記）
当社では、埼玉県その他の地域において、賃貸商業施設等を有しております。
当連結会計年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は1,043百万円（賃貸収益は営業収入に、賃貸費
用は営業原価に計上）であります。
また、当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、期中増減額及び時価は、次のとおりであります。

　 （単位：百万円）
連結貸借対照表計上額

期末時価
期首残高 期中増減額 期末残高

11,463 1,949 13,412 11,263
（注）1 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であ

ります。
2 期中増減額のうち、主な増加は不動産の取得（2,482百万円）であります。
3 期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標等を用い
て調整を行ったものを含む。）又は鑑定会社より鑑定評価書を取得し算定した金額であります。

　
（１株当たり情報に関する注記）
1. １株当たり純資産額 2,799円34銭
2. １株当たり当期純利益 328円88銭
１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。
親会社株主に帰属する当期純利益 6,862百万円
普通株主に帰属しない金額 ―百万円
普通株式に係る親会社株主に帰属
する当期純利益 6,862百万円

普通株式の期中平均株式数 20,866,945株
　
（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。
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個別注記表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
1. 資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式……………………………移動平均法による原価法
その他有価証券
時価のあるもの……………………決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法

により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）
時価のないもの……………………移動平均法による原価法

（2）たな卸資産の評価基準及び評価方法
商品（グロサリー）…………………売価還元原価法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
商品（生鮮・その他）………………最終仕入原価法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
貯蔵品…………………………………最終仕入原価法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
2. 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産…………………………
（リース資産を除く）

定額法

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ８ 年 ～38年
構築物 10年 ～35年
機械及び装置 ７ 年 ～12年
車両運搬具 ４ 年 ～ ６ 年
工具、器具及び備品 ４ 年 ～10年

無形固定資産…………………………
（リース資産を除く）

定額法
なお、自社利用ソフトウェアについては、社内における利用可能期間
（５年）に基づく定額法によっております。
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リース資産
　

……………………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっており
ます。
なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開
始日が平成21年2月28日以前のリース取引については、通常の賃貸借
取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

長期前払費用…………………………定額法
3. 引当金の計上基準

貸倒引当金……………………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績
率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を
検討し、回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金……………………………従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期の負
担額を計上しております。

役員賞与引当金………………………役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当事業年度における
支給見込額に基づき、当事業年度負担額を計上しております。

ポイント引当金………………………ポイントカード制度に基づき顧客に付与したポイントの使用に備える
ため、過去の使用実績率に基づき将来使用されると見込まれる金額を
計上しております。

退職給付引当金………………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務
及び年金資産の見込額に基づき計上しております。
①退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末まで
の期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっており
ます。
②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間
以内の一定の年数（10年）による定額法により費用処理しておりま
す。
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残
存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した
額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。
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役員退職慰労引当金…………………役員の退職慰労金の支給に備えるため、当社内規に基づく期末要支給
額を計上しております。

4. 収益及び費用の計上基準
ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準
リース料受取時に営業収入と営業原価を計上する方法によっております。

5. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
（1）退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結計算書類におけ
るこれらの会計処理の方法と異なっております。

（2）消費税等の会計処理
税抜方式を採用しております。

（追加情報）
　繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用
「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当事
業年度から適用しております。
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（貸借対照表に関する注記）
1. 担保に供している資産
建物 2,219百万円
土地 2,485百万円
計 4,704百万円
同上に対する債務の額
長期借入金 3,755百万円
１年内返済予定の長期借入金 184百万円
計 3,939百万円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 34,541百万円
3. 関係会社に対する金銭債権・債務（区分表示したものを除く)
短期金銭債権 167百万円
短期金銭債務 1,149百万円

（損益計算書に関する注記）
関係会社との取引高
営業取引による取引高 10,762百万円
営業取引以外の取引による取引高 79百万円

　
（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） 767 105 ― 872
（変動事由の概要）
　自己株式の増加105株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。
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（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別の内訳
繰延税金資産
　資産除去債務 689百万円
　賞与引当金 253百万円
　減損損失 247百万円
　借地権 147百万円
　前受金 106百万円
　ポイント引当金 98百万円
　未払事業税 96百万円
　減価償却超過額 88百万円
　役員退職慰労引当金 56百万円
　一括償却資産 54百万円
　その他 113百万円
繰延税金資産合計 1,952百万円

　
繰延税金負債
資産除去費用 △480百万円
　差入保証金 △115百万円
　その他有価証券評価差額金 △13百万円
前払年金費用 △8百万円
繰延税金負債合計 △618百万円
繰延税金資産の純額 1,334百万円
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（リースにより使用する固定資産に関する注記）
貸借対照表に計上した固定資産のほか、建物の一部については、所有権移転外ファイナンス・リース契約によ
り使用しております。
（1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額

取得価額相当額
（百万円）

減価償却累計額
相当額
（百万円）

減損損失累計額
相当額
（百万円）

期末残高相当額
（百万円）

建物 4,186 2,537 649 998

（注）取得価額相当額は、未経過リース料期末残高が有形固定資産の期末残高等に占める割合が低いため、
支払利子込み法により算定しております。

（2）未経過リース料期末残高相当額及びリース資産減損勘定期末残高
未経過リース料期末残高相当額
１年以内 225百万円
１年超 958百万円
計 1,183百万円
リース資産減損勘定期末残高 184百万円
（注）未経過リース料期末残高相当額は、未経過リース料期末残高が有形固定資産の期末残高等に占める

割合が低いため、支払利子込み法により算定しております。
（3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却費相当額及び減損損失

支払リース料 280百万円
リース資産減損勘定の取崩額 78百万円
減価償却費相当額 201百万円

（4）減価償却費相当額の算定方法
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
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（関連当事者との取引に関する注記）
1. 子会社等

種類 会社等
の名称 住所

資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

子会社 ㈱ホーム
デリカ

埼玉県
大里郡
寄居町

10 加工食品
製造

（所有）
直接所有
100

資金の借入、
惣菜商品等
の仕入、不
動産・設備
の賃貸等

資金の
借入

― 関係会社
長期
借入金

600

利息の
支払

1 前払費用 0

商品の
仕入

4,853 買掛金 430

不動産・
設備の賃
貸等

399 未収入金 119

子会社 ㈱ジョイ
テック

埼玉県
鶴ヶ島市

10 販売用資
材、店舗備
品及び消耗
品等販売、
清掃業務

（所有）
直接所有
100

資金の借入、
販売用資材、
店舗備品及
び消耗品等
の購入、清
掃業務の委
託等

資金の
借入

300 関係会社
長期
借入金

1,650

1年内返
済予定の
関係会社
長期
借入金

300

利息の
支払

7 前払費用 0

販売用資
材等の
仕入

1,622 買掛金 154

消耗品等
の購入

3,349 未払費用 526

清掃業務
等の委託

399 未払費用 38

物流業務
の受託等

186 未収入金 45

（注）1 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれておりま
す。

2 資金の借入については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。
3 取引条件及び取引条件の決定方針等

取引条件は、市場相場を勘案し決定しております。
上記取引は、当社と関連を有しない他の事業者と同様の取引条件によっております。
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2. 兄弟会社等

種類 会社等
の名称 住所

資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

法人主要
株主の
子会社

イオンク
レジット
サービス
㈱

東京都
千代田区

500 金融
サービス業

― クレジット
業務委託

クレジッ
ト債権の
譲渡

20,825 売掛金 473

（注）1 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれておりま
す。

2 取引条件及び取引条件の決定方針等
取引条件は、市場相場を勘案し決定しております。
上記取引は、当社と関連を有しない他の事業者と同様の取引条件によっております。

（１株当たり情報に関する注記）
1. １株当たり純資産額 2,629円74銭
2. １株当たり当期純利益 311円57銭
１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。
当期純利益 6,501百万円
普通株主に帰属しない金額 ―百万円
普通株式に係る当期純利益 6,501百万円
普通株式の期中平均株式数 20,866,945株
　

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。
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